
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Soolety 　 of 　Japan 　Solenoe 　Teaohlng

2AO6

　　　　　　　　　　G ． S ． ク レ イ グの 初 等科 学 教育論
　　　　　　　　　　　

一
占領期 日本 の 理科教 育 へ の 影響

一

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 柴　 　
一

　実

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　SHIBA 　 Kazumi

　　　　　　　　　　　　　　 広島大 学学校教育学部

［キ
ー

ワ
ー

ド］ G ． S ．ク レ イ グ ， CIE ， 科 学の 教室，科学 と子 供 の 生 活

緒　言

　 占領下 に お い て
， わが 国 の 小 学校 理科 教育

は ， GHQ の CIE の 指導 の も とに ， 文 部省 に

よ っ て 改革 された。現 在 の 理科 教育の 基 礎 を

形 成 した こ の 改革に お い て ，ア メ リカが どの

よ うに拘わ っ て い た の か とい う関与 の 実 態 と

そ の 意味 を問 うこ とは ，理 科教育史上 重要な

こ と で あ る 。こ の 観 点か ら筆者 は ， 先 に ， 小

学校理 科教科書 『小 学生 の 科学』 の 作成 の 際

に ， 米 国寄贈の 教育課程 文庫 が 与えた 影響 に

つ い て 明 らか に し た。こ の 研究過程 で
， 当時 ，

コ ロ ン ビ ア 大 学の 教授 で ，ア メ リカ の 理 科教

育の 革新 に大 きな影響力 を持 っ て い たク レ イ

グ （Craig，　Gerald　Spellman：1893−？ ） の 著作が

わが 国 で い ち 早 く翻訳 され ， 『科学 の 教室 』

（1949）， 『科学 と子 供 の 生 活』 （1949） とい

う書名 で 出版 され ，大 ベ ス トセ ラ
ー

に な っ た

と い う事実 を見 出 し た。

　本研究 は ，教育思潮 の 形成 とい う側面 か ら ，

わ が 国の 初等理 科教育革新 の
一

端を担 っ た上

記 の 著作 を取 り上 げて ，翻 訳出版 の 経緯 と同

書 の 基調 を なす理 科教育論 を明 らか に す る こ

とに よ っ て ， 戦前 ・戦中の 科学 教育観か ら戦

後 の 民主 主 義的 科学教育観 へ の 転換 に 果た し

た 役割に つ い て 考察 した もの で ある。
1 ．ク レ イ グの 経歴 とア メ リカ にお ける位 置

　 ク レ イ グは ， 1893 年 5 月 6 日 オ ハ イオ 州

ドグ ラ フ に 生 まれ た 。 1915 年テ キ サ ス 州 ベ

イ ラ
ー大学 を卒業 して ， 理 学士 の 学位 を得 ，

1917 年 コ ロ ン ビ ア 大学で 修士 号 ， 1927 年 同

大 学 で 博 士 号 （Ph，D ．） の 学位 を取 得 した。
1915−18 年 に テ キ サ ス 州 ベ リ ン ガ

ー
ハ イ ス ク

ー
ル の 物理 教師 ，

1917 −18 年 ， 第
一

次世界 大

戦 に 出 征， 192］−23 年 コ ロ ン ビ ア 大 学テ ィ
ー

チ ャ
ーズ カ レ ッ ジ助手 ，そ の 後 助 教授 を経て ，

1941 年 同大学教授 とな っ た。

　 ク レ イ グ は ， 1920 〜 30 年代 に初等理 科教

育 を Nature　 Studyか ら Elementary　 Scienceへ

と拡充発 展 させ る こ と に貢 献 した 人物 で あ

り ， 当時の ア メ リカ に お い て 高 く評価 され て

い た。

2 ．『科学 の 教室 』及び 『科学 と子 供 の 生活 』

　 の 翻訳 出版の 経緯

　 GHQ が ， 占領 目的 の 促進に 役立 っ 新刊 書

の 中か ら優 れ た も の を選 択 し， 日本 語に翻訳

し ， 日本人 に読 ませ る シ ス テ ム を発 足 させ た

の は ，正948 年 5 月 の こ と で あ っ た、 こ の 外

国図書翻訳 計画 に従 っ て ， CIE を 通 じ て 日

本側 出版 社 と翻 訳 契約 が 結 ば れ た 外 国 図 書

は ， 翌年 9 月 ま で に ， 385 冊に ヒり， 既 に こ

の 時 期ま で に 60 冊 が 翻訳 を終 え ， 出版 され

て い た。

　
“
Science　for　the　Elementary−Schoo】 Teacher

”

（1940） は ， こ の 翻訳 計画 に 基づ き ， 第 1
回許 可書 と して 承認 され，時事通 信社 よ り，
『科学 の 教室 　上 ・中 ・

下巻』 とい う名 称 で

昭和 24 年秋 ま で に出版 された。 こ の 間 の 事

情 に つ い て ， 当時時 事 通 信社で 編集 の 任に 当

た っ て い た 立 花丈平氏 は GHQ の 印刷 ・出版
部 門 の イ ン ボデ ン （D ．C ，lmboden） が 同 通 信

社 に 同書を 持ち込 んだ ， と語 っ て い る。

　 引 き続 き ，
1948 年秋 ， CIE に よ る第 2

回 許 可 書 と し て ，

“
Science　 in　 Chi］dhood

Education
”

（1944）が 西 本 三 十 二 氏 翻 訳で 出

版 され る運 び とな っ た 。

3 ．翻訳書 にみ られ る ク レイ グ の 科学教育論

　 ク レ イ グ は，健 康で 安全 な生活 を送 るた め

に必 要 な科学的知 識に 加 え て ， 科学的態度や

批判的精神 の 啓培 が民 主主義的市民 の 育成 に

は必 要 で あ る こ とを力 説 し た。 こ の よ うな科

学教育観 に基づ い て ， 科学 カ リ キ ュ ラ ム の 内

容 と し て ， 地 球 の か なたや地球，生活 に 必要

な条件 ， 生 物 ， 物理 的 ・化学的な力 ， 環境 を

コ ン トロ ー
ル す る人間 の 試 み ，の 6 領域 を提

言し た 。

4 ．わ が 国 の 戦後 理 科教 育の 革新 と ク レ イ グ

　 ク レ イ グの 著作 にみ られ る民 主主 義的理科

教 育理 念は ，わが 国の 戦後 の 理 科教 育革新の

方向 と
一

致す る もの で あ っ た。『科学 の 教室』
が ベ ス トセ ラ

ー
に な っ た こ と が 物語 る よ う

に ，ク レ イ グの 著作は ， 戦 後理 科教育思 潮 の

形成 に大 い に影響 を与え た の で あ る 。
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